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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 39,22 39,37 +0,15 38,28 +1,09

USD / BRL Spot BRL 3,0562 3,0347 -0,0215 3,1261 -0,0914

USD / JPY Spot JPY 119,86 119,46 -0,40 119,54 -0,08

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 58.052 57.103 -949 53.737 +3.366

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 236,6 234,0 -2,6 259,9 -25,9

Brazil 10yrs Gov. Bond % 12,89 12,94 +0,05 12,80 +0,14

DI Future Jul16（金利先物） % 13,69 13,69 +0,00 13,34 +0,35

3 Months US Dollar Libor % 0,276 0,276 +0,000 0,274 +0,002

CRB Index（国際商品指数） Index 230,8 230,3 -0,5 220,0 +10,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は、米経済への懸念から対レアルでドルが続落する展開でした。

朝方は３月のブラジル鉱工業生産が市場予想を下回ったことからレアル売りで始まったものの、金曜日に

発表される米雇用統計の前哨戦と位置づけられる４月の米ＡＤＰ民間雇用者数が１６．９万人増と市場予想

２０万人増を大きく下回ったためドル売り優勢となり、３．０３台での取引となりました。その後も、金曜日に

控えた米雇用統計への懸念から一時３．０２台を割り込む局面もありましたが、ポジション調整から３．０３台

へ戻して引けています。

足許のレアル相場は、米経済への懸念によるドル売りの影響を受けてレアルが持ち直す動きを見せて

いますが、ブラジル国内の政治状況は未だ持ち直しの兆しは見えていないようです。大統領時代に絶大な

支持を得た労働者党のルーラ前大統領がテレビ演説を行った５日夜、ブラジル各地で演説への抗議を

意味する鍋叩き（住民が家の外へ出て鍋等の大きな音がするものを一斉に叩いて抗議を表明）が行われ

ました。昨年の大統領選では、ルセフ大統領が苦戦するなか出馬待望論が出るほどでしたが、現在はその

影もありません。また、政府の緊縮策を審議している下院では、労働者党最大の連立パートナーＰＭＤＢ

所属の下院議長が採決を拒否し、連立与党の機能不全を曝け出している状態です。


